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住
居
手
当
の
不
正
受
給
も

足
以
来
、
初
め
て
だ
。

　

伯
国
債
は
投
資
適
格
級
の

最
低
ラ
ン
ク
か
ら
３
段
階
も

離
れ
た
こ
と
に
な
り
、
伯
国

企
業
が
国
外
金
融
市
場
に
お

い
て
資
金
調
達
を
試
み
る
際

も
審
査
や
利
息
の
面
で
不
利

な
条
件
を
強
い
ら
れ
る
。

　

Ｓ
＆
Ｐ
は
１
１
日
、「
改

革
の
遅
れ
と
政
治
の
不
安
定

さ
が
、
伯
国
債
の
主
要
な
弱

点
。
テ
メ
ル
政
権
は
多
く
の

分
野
で
前
進
し
て
い
る
が
、

期
待
さ
れ
た
レ
ベ
ル
に
は

至
っ
て
い
な
い
」
と
発
表
し

た
。
そ
の
一
方
、
格
付
と
共

に
出
さ
れ
る
「
展
望
」
は
、

「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
」か
ら「
安
定
」

に
変
更
さ
れ
た
。

　

伯
国
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、

「
昨
年
の
内
に
社
会
保
障
制

度
改
革
を
行
え
な
か
っ
た
事

が
主
な
要
因
」
と
の
見
方
が

支
配
的
だ
。

　

エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ
ス

財
相
は
、
昨
年
１
２
月
に

Ｓ
＆
Ｐ
、
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ
、

　
【
既
報
関
連
】
世
論
調
査
で
大
統
領
選
の
支
持
率
２
位
の
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
下
議
に
、
７
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
で
浮
上
し
た
住
宅
疑
惑
に
続
き
、
同
氏
が

リ
オ
州
に
持
つ
別
荘
の
近
く
で
ア
サ
イ
ー
を
売
る
女
性
を
議
員
秘
書
と
し
て
登
録

し
、
給
与
を
払
っ
て
い
た
と
い
う
新
た
な
疑
惑
が
浮
上
し
た
。
１
２
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
が
報
じ
て
い
る
。

ル
だ
と
い
う
。

　

こ
の
人
物
は
ヴ
ァ
ル
デ
リ

セ
・
サ
ン
ト
ス
・
ダ
・
コ
ン

セ
イ
ソ
ン
氏
（
４
９
）
で
、

リ
オ
州
ア
ン
グ
ラ
・
ド
ス
・

レ
イ
ス
の
中
心
部
か
ら
５
０

キ
ロ
離
れ
た
マ
ン
ブ
カ
ー
バ

と
い
う
地
区
で
ア
サ
イ
ー
を

売
る
食
堂
の
経
営
者
だ
。

　

マ
ン
ブ
カ
ー
バ
に
は
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
の
別
荘
が
あ
り
、

ヴ
ァ
ル
デ
ニ
セ
氏
は
別
荘
が

あ
る
通
り
に
住
ん
で
い
る
。

ま
た
、
夫
の
エ
デ
ニ
ウ
ソ
ン

氏
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
別

荘
の
管
理
人
だ
。
こ
の
こ
と

は
、
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
の
記
者

が
１
１
日
に
現
地
に
赴
き
、

複
数
の
近
隣
住
民
に
取
材
を

行
っ
て
確
認
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ヴ
ァ
ル
デ
ニ
セ
氏

は
１
１
日
、
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙

の
取
材
陣
が
地
域
に
入
っ
た

と
の
情
報
が
流
れ
た
後
、
慌

て
て
店
を
閉
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
疑
惑
に
対
し
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
同
紙
の
取

材
陣
に
反
論
し
た
。
住
居
手

当
の
件
で
は
、
こ
れ
ま
で
受

け
取
っ
た
分
は
正
当
だ
と
主

　

１
１
、１
２
日
付
の
本
頁

で
、
９
日
に
聖
市
地
下
鉄
１

号
線
で
起
き
た
、
２
３
歳
の

女
性
が
見
知
ら
ぬ
男
性
に
よ

り
線
路
に
突
き
落
と
さ
れ
た

事
件
に
触
れ
た
。
１
２
日
付

ア
ゴ
ラ
紙
に
よ
る
と
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
後
の

反
響
は
か
な
り
大
き
か
っ

張
し
た
上
で
、「
ブ
ラ
ジ
リ

ア
に
あ
る
物
件
は
売
る
つ
も

り
。
こ
れ
か
ら
、
議
員
宿
舎

へ
の
入
居
を
申
し
込
む
」
と

述
べ
た
。

　

ま
た
、
安
価
で
の
住
宅
購

入
も
、「
あ
れ
は
知
人
か
ら

買
っ
た
も
の
だ
。
知
人
が
提

案
し
た
額
が
そ
の
額
だ
っ
た

の
だ
か
ら
、
責
任
は
彼
に
あ

る
」
と
反
論
し
た
。

　

さ
ら
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は

１
０
日
に
自
身
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
動
画
を
発
表
し
た

が
、
同
氏
は
ア
ン
グ
ラ
・
ド

ス
・
レ
イ
ス
の
別
荘
に
行
き
、

「
こ
こ
に
私
が
豪
邸
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
ら
し
い
」
と
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
の
報
道
を
皮
肉
っ

幽
霊
秘
書
に
１
５
年
も
給
与
？

フ
ィ
ッ
チ
の
３
大
格
付
会
社

の
代
表
者
と
会
合
を
持
ち
、

伯
国
財
政
状
況
の
改
善
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
国
債
格
下
げ
を

待
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ

が
、
功
を
奏
し
な
か
っ
た
。

　

Ｓ
＆
Ｐ
は
、
選
挙
も
近
く

な
り
、
伯
国
の
政
治
家
た
ち

が
政
治
的
思
惑
を
優
先
さ
せ

て
、
社
会
保
障
制
度
改
革
へ

か
ら
Ｄ
ま
で
、
２
２
段
階
あ

る
。
Ａ
Ａ
Ａ
か
ら
Ｂ
Ｂ
Ｂ
－

ま
で
の
上
位
１
０
段
階
は
、

「
投
資
適
格
級
」
と
さ
れ
、

そ
れ
以
下
は
「
投
資
不
適
格

級
」
と
み
な
さ
れ
る
。

　

伯
国
は
２
０
１
５
年
９
月

に
投
資
不
適
格
級
の
Ｂ
Ｂ
＋

に
転
落
し
て
お
り
、
１
６
年

２
月
に
は
Ｂ
Ｂ
へ
と
、
も
う

一
段
階
下
げ
ら
れ
た
。
今
回

の
格
下
げ
は
テ
メ
ル
政
権
発

　

米
国
の
債
権
格
付
機
関
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ア
ン
ド
・

プ
ア
ー
ズ
（
Ｓ
＆
Ｐ
）
が

１
１
日
、
伯
国
国
債
（
ソ
ブ

リ
ン
債
）
の
格
付
を
Ｂ
Ｂ
か

ら
Ｂ
Ｂ
－
（
マ
イ
ナ
ス
）
に

下
げ
た
と
、
１
２
日
付
伯
字

紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

Ｓ
＆
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る

格
付
機
関
は
、
政
府
の
財
政

状
況
、
信
用
度
に
応
じ
て
、

国
債
の
元
本
や
利
息
が
確
実

に
支
払
わ
れ
る
否
か
を
検
討

し
て
ラ
ン
ク
を
付
け
る
。

　

Ｓ
＆
Ｐ
の
格
付
は
Ａ
Ａ
Ａ

投
資
適
格
級
か
ら
３
段
階
も
下
に

２
０
本
近
い
刃
物
や
携
帯
電
話

社
会
保
障
改
革
難
航
が
主
要
因

の
賛
成
票
が
集
っ
て
い
な
い

状
況
を
見
て
、
格
下
げ
は
不

可
避
と
判
断
し
た
。

　

エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ
ス

財
相
は
、「
社
会
保
障
制
度

改
革
が
成
立
す
れ
ば
、
格
付

け
見
直
し
も
あ
り
う
る
。
国

内
の
経
済
成
長
も
、
再
度
の

格
上
げ
を
後
押
し
す
る
は
ず

だ
」
と
語
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
元
中
銀

幹
部
の
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・

シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
マ
ン
氏
は
、

「
格
下
げ
が
議
員
た
ち
に
社

会
保
障
制
度
改
革
の
重
要
性

を
認
識
さ
せ
、
逆
に
２
月
の

成
立
を
後
押
し
す
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
元
中
銀
総
裁
の
グ

ス
タ
ヴ
ォ
・
ロ
ヨ
ラ
氏
は
、

「
昨
年
内
に
社
会
保
障
制
度

改
革
を
行
え
な
か
っ
た
時
点

で
、
こ
の
結
果
は
予
想
出
来

て
い
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

が
安
価
で
購
入
し
た
疑
惑
に

つ
い
て
報
道
（
弊
紙
で
は
９

日
付
本
面
記
載
）
し
た
。

　

ま
た
、
８
日
付
同
紙
は
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
と
三
男
の
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
は
、
ブ
ラ
ジ

リ
ア
に
住
居
を
持
っ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、「
ブ
ラ
ジ

リ
ア
で
生
活
し
て
お
ら
ず
、

議
員
宿
舎
に
入
っ
て
い
な
い

下
議
」
に
月
々
４
２
５
３
レ

ア
ル
ず
つ
支
払
わ
れ
る
住
居

手
当
を
受
け
取
り
続
け
て
お

り
、
そ
の
総
額
が
７
３
万
レ

ア
ル
に
も
上
っ
て
い
る
と
報

じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
１
２
日
付
同
紙

の
報
道
に
よ
る
と
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
の
議
員
秘
書
１
４
人

の
１
人
は
幽
霊
秘
書
だ
。
こ

の
秘
書
は
２
０
０
３
年
か
ら

ず
っ
と
勤
務
し
て
い
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
給

与
は
１
３
５
１
・
４
５
レ
ア

メイレレス財相（José Cruz/Agência Brasil）

１１日付フォーリャ紙に掲載された疑惑の食堂

本
人
は
報
道
に
堂
々
と
反
論

ゴイアス州

た
。同
紙
の
報
道
で
は「
９
８

年
に
同
地
に
土
地
を
所
有
し

て
い
る
と
申
告
し
て
い
た
」

と
な
っ
て
い
た
だ
け
で
、
豪

邸
と
は
書
い
て
い
な
い
と
同

紙
は
反
論
し
た
。

た
よ
う
だ
。
事
件
以
降
、
乗

客
は
黄
色
い
線
に
近
寄
り
た

が
ら
な
く
な
っ
て
お
り
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
壁
際
で

電
車
を
待
っ
て
い
る
人
た
ち

の
姿
が
写
真
で
報
じ
ら
れ
て

い
る
。「
明
日
は
わ
が
身
」

と
感
じ
た
と
い
う
こ
と
か
。

同
じ
市
内
の
地
下
鉄
で
も
、

４
号
線
な
ど
で
は
飛
び
込
み

自
殺
防
止
用
に
、
電
車
が
到

着
す
る
ま
で
線
路
に
近
づ
け

な
く
す
る
自
動
開
閉
の
フ
ェ

ン
ス
が
あ
る
。
予
算
の
問
題

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
他
の
線

で
も
使
用
し
た
方
が
安
全
だ

と
思
う
の
だ
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
１
日
午
後
５
時
４
０
分

頃
、
聖
市
地
下
鉄
５
号
線
で

全
線
が
運
行
停
止
状
態
と

な
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
の
電

車
と
次
の
電
車
の
運
行
間
隔

を
調
節
す
る
機
械
が
故
障
し

た
た
め
だ
。
同
線
の
大
部
分

は
午
後
９
時
頃
に
運
行
を
再

開
し
た
が
、
昨
年
９
月
か
ら

の
営
業
が
始
ま
り
、
今
回
の

故
障
の
原
因
と
も
な
っ
た
ア

ウ
ト
・
ダ
・
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス

タ
〜
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
間
は
、

終
日
、
運
行
が
再
開
し
な

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ま
だ
新

駅
が
出
来
て
い
く
５
号
線
だ

け
に
、
故
障
対
策
は
し
っ
か

り
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
１
日
も
午
後
に
一
時
強

い
雨
の
降
っ
た
聖
市
。
そ
の

影
響
も
あ
り
、
カ
ン
タ
レ

イ
ラ
水
系
で
は
、
１
２
日
午

前
９
時
現
在
で
早
く
も
月
間

降
水
量
が
３
桁
台
に
乗
り
、

１
１
７
ミ
リ
を
記
録
。
ア
ウ

ト
・
チ
エ
テ
や
グ
ア
ラ
ピ
ラ

ン
ガ
で
も
６
０
ミ
リ
を
超
え

る
な
ど
、
月
の
半
ば
前
と
し

て
は
よ
く
降
っ
て
い
る
。
予

報
に
よ
る
と
、
雨
の
降
り
や

す
い
不
安
定
な
状
況
は
来
週

も
ま
だ
続
く
と
か
。
夏
の
青

空
が
戻
る
の
は
い
つ
か
。

　

聖
州
ラ
ヴ
リ
ー
ニ
ャ
ス
市

の
ヅ
ッ
ト
ラ
街
道
で
１
１
日

夜
、
犯
罪
撲
滅
運
動
を
行
っ

て
い
た
連
邦
道
路
警
察
（
Ｐ

Ｒ
Ｆ
）
が
不
審
車
を
発
見
、

停
車
を
命
じ
た
が
逃
げ
た
。

そ
の
た
め
、
隣
の
リ
オ
州
ま

で
４
８
キ
ロ
に
及
ぶ
追
跡
を

行
い
、
大
麻
お
よ
そ
１
ト
ン

と
ラ
イ
フ
ル
５
丁
、
弾
薬
を

押
収
し
た
と
１
２
日
付
伯
字

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

警
戒
中
の
Ｐ
Ｒ
Ｆ
は
不
審

な
黒
の
フ
ィ
ア
ッ
ト
車
ト
ー

ロ
を
発
見
し
、
停
車
命
令
を

出
し
た
が
、
運
転
手
は
そ
れ

に
従
わ
ず
、
逆
に
加
速
し
て

リ
オ
方
面
に
逃
走
し
た
。
逃

げ
た
車
は
逃
走
中
に
別
の
乗

用
車
や
ト
ラ
ッ
ク
に
接
触
す

る
事
故
を
起
こ
し
た
が
、
怪

我
人
は
出
な
か
っ
た
。

　

追
跡
中
、
リ
オ
州
レ
ゼ
ン

デ
市
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、

Ｐ
Ｒ
Ｆ
の
車
両
は
車
道
に
落

ち
て
い
た
破
片
の
上
を
通
っ

た
た
め
、
３
本
の
タ
イ
ヤ
が

パ
ン
ク
し
て
し
ま
っ
た
。
破

片
は
、
逃
走
犯
が
撒
い
た
も

の
か
は
判
明
し
て
い
な
い
。

　

追
跡
を
断
念
し
た
直
後
に

Ｐ
Ｒ
Ｆ
は
、
追
っ
て
い
た
車

が
数
メ
ー
ト
ル
先
に
放
置

さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
を
得

た
。
現
場
に
徒
歩
で
駆
け
つ

け
る
と
、
既
に
そ
こ
に
は
、

地
元
の
軍
警
も
い
た
。
放
置

さ
れ
た
車
に
は
大
麻
と
ラ
イ

フ
ル
、
弾
薬
が
満
載
さ
れ
て

い
た
。
犯
人
は
徒
歩
で
逃
走

し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

大
麻
は
９
２
３
キ
ロ
で
、

ラ
イ
フ
ル
は
合
計
５
丁
だ
っ

た
。
ま
た
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

式
の
弾
薬
も
１
５
０
本
見
つ

か
っ
た
。
車
も
含
め
た
押
収

物
は
、
レ
ゼ
ン
デ
市
の
第

８
９
警
察
署
に
運
ば
れ
た
。

　

Ｐ
Ｒ
Ｆ
は
、
警
察
側
に
は

１
人
の
負
傷
者
も
出
な
か
っ

た
事
、
追
跡
の
過
程
で
逃
走

す
る
車
が
起
こ
し
た
接
触
事

故
で
も
大
事
に
は
至
っ
て
い

な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
１
月
１
日

の
暴
動
で
、
死
者
９
人
、
負

傷
者
１
４
人
、
脱
走
者
２
０

６
人
が
出
た
、
ゴ
イ
ア
ス
州

の
ア
パ
レ
シ
ー
ダ
・
デ
・
ゴ

イ
ア
ニ
ア
複
合
刑
務
所
農
工

業
コ
ロ
ニ
ー
で
、
第
２
回
目

の
内
部
監
査
が
行
わ
れ
、
刃

物
約
２
０
本
や
携
帯
電
話
な

ど
が
押
収
さ
れ
た
と
１
２
日

付
Ｇ
１
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
複
合
刑
務
所
で
は
、
昼

間
の
外
出
が
認
め
ら
れ
な
い

レ
ジ
メ
・
フ
ェッ
シ
ャ
ー
ド
と
、

外
出
が
認
め
ら
れ
る
セ
ミ
ア

ベ
ル
ト
の
囚
人
を
収
監
し
て

い
る
。
今
回
の
監
査
対
象
と

な
っ
た
の
は
、
１
日
と
４
日

に
暴
動
が
起
き
た
セ
ミ
ア
ベ

ル
ト
の
囚
人
収
監
施
設
だ
。

５
日
に
暴
動
が
発
生
し
た
オ

デ
ニ
ー
ル
・
ギ
マ
ラ
ン
エ
ス
に

は
レ
ジ
メ
・
フ
ェ
ッ
シ
ャ
ー
ド

の
囚
人
が
い
る
。

　

１
２
日
の
監
査
は
、
３
日

に
行
わ
れ
た
現
場
検
証
を
か

ね
た
監
査
に
次
ぐ
も
の
。
カ

ル
メ
ン
・
ル
シ
ア
最
高
裁
長

官
兼
国
家
法
務
審
議
会
議
長

が
、
８
日
の
同
州
知
事
ら
と

の
会
談
で
、
武
器
な
ど
が
あ

り
、
安
全
確
保
が
困
難
と
諭

さ
れ
、
内
部
視
察
を
断
念
し

た
後
に
監
査
を
命
じ
て
い
た
。

　

刑
務
所
管
理
部
総
務
局
の

ジ
ョ
ナ
タ
ン
・
ジ
ュ
ニ
オ
ル
氏

は
、
武
器
な
ど
が
持
ち
込
ま

れ
た
の
は
、
刑
務
所
管
理
シ

ス
テ
ム
の
不
備
や
職
員
の
不

足
、
刑
務
所
の
一
部
が
道
路

に
近
く
、
外
部
か
ら
投
げ
込

む
事
も
出
来
る
事
が
原
因
と

見
て
い
る
。
今
回
の
押
収
物

は
、
山
刀
様
の
も
の
も
含
む

約
２
０
本
の
刃
物
、
携
帯
電

話
１
６
個
、
バ
ッ
テ
リ
ー
５

個
、
弓
鋸
５
個
な
ど
で
、
麻

薬
も
見
つ
か
っ
た
。

　

ジ
ュ
ニ
オ
ル
氏
は
、
こ
れ
ら

の
品
の
持
ち
込
み
に
刑
務
所

職
員
が
関
与
し
て
い
な
い
か

を
調
べ
る
意
向
で
、
現
在
あ

る
金
属
探
知
機
よ
り
性
能
の

良
い
監
査
用
機
器
を
整
備
す

る
必
要
も
説
い
た
。

　

軍
警
突
撃
隊
な
ど
も
動
員

し
た
監
査
は
、
囚
人
４
２
７

人
が
残
っ
て
い
る
中
で
行
わ
れ

た
。
他
の
４
７
０
人
は
所
外

で
働
い
て
い
る
。
同
コ
ロ
ニ
ー

職
員
は
警
備
８
人
、
管
理
部

門
１
０
人
だ
。

　

同
刑
務
所
で
は
、
３
日
の

監
査
で
も
、
刑
務
所
職
員
が

囚
人
達
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出

来
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
８

日
に
警
告
さ
れ
た
爆
発
物
は

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

刑
務
所
管
理
部
総
務
局
長

の
エ
ジ
ソ
ン
・
コ
ス
タ
氏
に
よ

れ
ば
、
今
回
の
監
査
は
８
日

に
カ
ル
メ
ン
長
官
に
提
出
し

た
今
後
３
０
日
間
の
管
理
計

画
の
一
部
だ
。
同
計
画
に
は
、

危
険
度
の
高
い
囚
人
の
連
邦

刑
務
所
へ
の
移
送
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

州
検
察
局
の
ル
シ
ア
ノ
・

メ
イ
レ
レ
ス
氏
は
、「
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
職
員
増
員
が
必
要

だ
。
武
器
や
携
帯
電
話
の
持

込
は
、
管
理
シ
ス
テ
ム
が
機

能
し
て
い
な
い
証
拠
」
と
し
、

伯
国
弁
護
士
協
会
の
ジ
リ
ス・

ゴ
メ
ス
氏
も
「
こ
の
ま
ま
で

は
囚
人
の
更
生
や
社
会
復
帰

は
不
可
能
」「
改
正
へ
の
取
組

み
を
見
守
り
た
い
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

　

聖
州
で
は
１
分
に
つ
き
１

人
が
、
自
動
車
運
転
免
許
停

止
ま
た
は
免
許
証
没
収
の
処

分
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
１
２
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

聖
州
交
通
局
（
デ
ト
ラ

ン
）
が
発
表
し
た
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
１
７
年
１
月
〜
９

月
に
、
聖
州
で
自
動
車
免
許

の
停
止
処
分
を
受
け
た
人
は

４
２
万
４
６
２
５
人
、
没
収

さ
れ
た
人
は
９
４
６
７
人

で
、
合
計
４
３
万
４
０
９
２

人
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

１
月
か
ら
９
月
ま
で
の

時
間
を
分
に
換
算
す
る
と

３
９
万
３
１
２
０
秒
な
の

で
、
１
分
に
つ
き
１
人
強
の

割
合
で
免
停
か
没
収
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
聖
市
に
限
っ

て
見
て
も
、
免
停
が

１
８
万
７
２
６
６
人
、
没
収

が
３
６
０
２
人
と
多
い
。

　

デ
ト
ラ
ン
に
よ
る
と
、
こ

の
、
こ
れ
ら
の
原
因
の
大
半

は
ス
ピ
ー
ド
違
反
に
よ
る
も

の
だ
と
い
う
。

　

な
お
、
昨
日
付
本
紙
で
も

報
じ
た
、
９
日
に
サ
ン
ベ
ル

ナ
ル
ド
・
ド
・
カ
ン
ポ
市
内

の
イ
ミ
グ
ラ
ン
テ
ス
道
で
起

き
た
、
女
性
２
人
が
死
亡
し

た
追
突
事
件
の
続
報
だ
が
、

８
人
を
乗
せ
て
い
た
エ
コ
ス

ポ
ル
テ
に
ぶ
つ
か
っ
た
メ
ル

セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
は
、
制
限

速
度
１
２
０
キ
ロ
の
区
間
を

時
速
２
０
０
キ
ロ
で
走
っ
て

い
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
ベ
ン
ツ
と
競
争
を
し

て
い
た
と
見
ら
れ
る
カ
マ
ロ

を
運
転
し
て
い
た
の
は
警
察

官
だ
っ
た
疑
い
が
持
た
れ
て

い
る
が
、
別
の
区
間
の
防
犯

カ
メ
ラ
に
映
っ
て
い
た
カ
マ

ロ
は
、
制
限
速
度
内
で
走
っ

て
い
た
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

1月12日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.2093  R$
買　3.2082  R$

円相場
売　0.0289  R$
買　0.0289  R$

不動産以外にも疑惑噴出
　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
ル
ー
ラ

氏
や
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
と

は
対
極
の
極
右
政
治
家
で
、

「
汚
職
を
し
な
い
ク
リ
ー
ン

さ
」
を
標
榜
し
、
ネ
ッ
ト
を

中
心
に
支
持
者
を
集
め
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
７
日
付

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
は
、
同
氏
と

リ
オ
市
議
、
同
州
議
、
下
院

議
員
の
３
人
の
息
子
は
、
こ

こ
１
０
年
間
で
急
激
に
資
産

を
増
や
し
、
１
３
軒
（
市
場

価
値
は
総
額
１
５
０
０
万
レ

ア
ル
）
も
の
不
動
産
を
所
有

し
て
い
る
上
、
そ
の
中
の
２

軒
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
本
人

州
を
ま
た
い
で
カ
ー
チ
ェ
イ
ス

大
麻
１
ト
ン
と
ラ
イ
フ
ル
押
収

９
人
死
ん
だ
刑
務
所
で
再
監
査

ボウソナロ
Ｓ ＆ Ｐ

伯
国
債
の
格
下
げ
を
発
表

（２）２０１８年 第４９１６号 １月 １３日 （土曜日）

連邦道路警察

１
分
に
つ
き
１
人
が
免
停
か
没
収

大
半
の
原
因
は
ス
ピ
ー
ド
違
反

聖 州



　
「
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
わ
が
国く

に

に
は
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
無む

私し

の
人ひ

と

々び
と

が
い
た
の
か
」
と
、『
殿と

の

、
利り

息そ
く

で
ご
ざ
る
！
』
と
い

う
映え

い

画が

を
飛ひ

行こ
う

機き

の
中な

か

で
見み

て
思お

も

っ
た
。
題だ

い

名め
い

か
ら
コ
メ
デ
ィ

タ
ッ
チ
の
時じ

代だ
い

劇げ
き

か
と
思お

も
っ
て
見み

始は
じ

め
た
ら
、
と
ん
で
も
な
い
。

　

明め
い

和わ

３(

１
７
６
６)

年ね
ん

の
仙せ

ん

台だ
い

藩は
ん

領り
ょ
う

内な
い

の
宿

し
ゅ
く

場ば

町ま
ち

・
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

は
藩は

ん

か
ら
「
伝て

ん

馬ま

役や
く

」、
す
な
わ
ち
宿

し
ゅ
く

場ば

間か
ん

の
物ぶ

っ

資し

の
運う

ん

搬ぱ
ん

作さ

業ぎ
ょ
うを
課か

さ
れ
て
困こ

ん

窮き
ゅ
うし
、
夜よ

逃に

げ
が
相あ

い

次つ

ぐ
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うだ
っ

た
。
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

は
藩は

ん

の
直

ち
ょ
っ

轄か
つ

領り
ょ
うで
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
他た

の
宿

し
ゅ
く

場ば

の
よ
う
に
「
伝て

ん

馬ま

役や
く

」
の
助じ

ょ

成せ
い

金き
ん

が
支し

給き
ゅ
うさ
れ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
だ
。

　
こ
の
窮

き
ゅ
う

状じ
ょ
うか
ら
宿

し
ゅ
く

場ば

を
救す

く

お
う
と
、
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

の
有ゆ

う

力り
ょ
く

者し
ゃ

た

ち
は
金か

ね

を
出だ

し
合あ

っ
て
な
ん
と
か
大た

い

金き
ん

を
作つ

く

り
、
そ
れ
を
藩は

ん

に

貸か

し
た
利り

息そ
く

で
伝て

ん

馬ま

役や
く

に
使つ

か

お
う
と
い
う
奇き

想そ
う

天て
ん

外が
い

な
企く

わ
だて

を
始は

じ

め
る
。
登と

う

場じ
ょ
う

人じ
ん

物ぶ
つ

た
ち
の
宿

し
ゅ
く

場ば

を
救す

く

お
う
と
い
う
無む

私し

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しに
、
心こ

こ
ろ
を
洗あ

ら

わ
れ
る
思お

も

い
が
し
た
。
こ
れ
が
観か

ん

客き
ゃ
く

動ど
う

員い
ん

１
０
０
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
る
ヒ
ッ
ト
作さ

く

と
な
っ
た
理り

由ゆ
う

だ
ろ
う
。

　

ま
だ
観み

て
い
な
い
人ひ

と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
ぜ

ひ
観み

て
い
た
だ
き
た
い
。
あ
る
い
は
、
原げ

ん

作さ
く

を
読よ

ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
本ほ

ん

稿こ
う

で
は
、
そ
の
呼よ

び
水み

ず

と
し
て
、
導ど

う

入に
ゅ
う

部ぶ

だ
け

を
ご
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。
我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
の
持も

っ
て
い
た
清せ

い

冽れ
つ

な
無む

私し

の
心こ

こ
ろに
触ふ

れ
て
い
た
だ
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。

　

吉よ
し

岡お
か

宿や
ど

の
造つ

く

り
酒ざ

か

屋や

・
穀こ

く

田だ

屋や

十じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

は
「
こ
の
ま
ま
で

は
吉よ

し

岡お
か

は
滅ほ

ろ

ぶ
。
な
ん
と
か
で
き
ぬ
か
」
と
思お

も
っ
て
い
た
。
そ

こ
に
一ひ

と

人り

の
男お

と
こ
の
名な

が
浮う

か
ん
だ
。
菅す

が

原わ
ら

屋や

篤と
く

平へ
い

治じ

、
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

き
っ
て
の
知ち

恵え

者し
ゃ

と
言い

わ
れ
て
い
る
男お

と
こで
あ
る
。
茶ち

ゃ

師し

と
し

て
、
北き

た

国ぐ
に

な
の
に
宇う

治じ

に
も
劣お

と

ら
ぬ
銘め

い

茶ち
ゃ

を
作つ

く

り
出だ

し
、
さ

ら
に
は
京き

ょ
うの
九く

条じ
ょ
う

関か
ん

白ぱ
く

家け

に
献け

ん

上じ
ょ
うし
て
、
権け

ん

威い

づ
け
を
し
よ

う
と
ま
で
考か

ん
が
え
て
い
る
。

　

十
じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

は
篤と

く

平へ
い

治じ

に
「
茶ち

ゃ

を
飲の

み
に
来こ

い
」
と
誘さ

そ

わ
れ
た
の

を
機き

会か
い

に
、
そ
れ
と
な
く
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

の
廃す

た

れ
よ
う
を
嘆な

げ

き
、「
貴き

殿で
ん

は
い
か
に
し
て
、
こ
う
な
っ
た
と
思お

も

わ
れ
る
か
」
と
問と

い
掛か

け
た
。
用よ

う

心じ
ん

深ぶ
か

い
篤と

く

平へ
い

治じ

は
「
な
る
ほ
ど
、
私わ

た
し
も
そ
の
よ
う

江え

戸ど

の
庶し

ょ

民み
ん

の
思お

も

い
や
り

２０１７年
ねん

１１月
がつ

５日
か

版
ばん

に
思お

も

う
が
、
そ
う
い
う
か
ら
に
は
、
ま
ず
は
穀こ

く

田だ

屋や

さ
ん
の
お

考か
ん
がえ
か
ら
聞き

か
せ
て
い
た
だ
け
ま
い
か
」
と
逆ぎ

ゃ
くに
水み

ず

を
向む

け
て

き
た
。

　

お
上か

み

の
御ご

政せ
い

道ど
う

に
関か

か

わ
る
こ
と
を
、
自じ

分ぶ
ん

か
ら
不ふ

用よ
う

意い

に

喋し
ゃ
べり
、
後あ

と

で
密み

っ

告こ
く

な
ど
さ
れ
て
は
困こ

ま

る
と
思お

も
っ
た
よ
う
だ
。
な

ら
ば
こ
ち
ら
か
ら
踏ふ

み
込こ

む
し
か
な
い
、
と
十

じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

は
思お

も

い

き
っ
て
話は

な

し
始は

じ

め
た
。

　

話は
な

し
始は

じ

め
る
と
、
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

の
衰す

い

退た
い

の
原げ

ん

因い
ん

が
伝て

ん

馬ま

役や
く

に
あ

る
こ
と
は
明あ

き

ら
か
で
あ
っ
た
。「
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
よ
か

ろ
う
」
と
十

じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

が
尋た

ず

ね
る
と
、
篤と

く

平へ
い

治じ

は
言い

い
切き

っ
た
。

　
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
私わ

た
しは
、
心し

ん

中ち
ゅ
うに
、
身み

分ぶ
ん

不ふ

相そ
う

応お
う

の
大た

い

願が
ん

が
ご
ざ
る
。
そ
れ
を
や
れ
ば
、こ
の
宿や

ど

は
救す

く

わ
れ
る
。
し
か
し
、

何な
に

を
い
っ
て
も
、
そ
れ
に
は
先さ

き

立だ

つ
も
の
が
い
る
。
つ
ま
り
は

金き
ん

銭せ
ん

じ
ゃ
。
そ
れ
で
力ち

か
ら
お
よ
ば
ず
、
心し

ん

中ち
ゅ
う

黙も
く

止し

し
て
い
る
と

こ
ろ
じ
ゃ
。

　

十
じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

は
身み

を
乗の

り
出だ

し
て
「
い
く
ら
、
あ
れ
ば
、
こ
の
宿や

ど

を
救す

く

え
る
の
じ
ゃ
」
と
聞き

く
と
、「
千せ

ん

四し

、
五ご

百ひ
ゃ
く

両り
ょ
う」
と
篤と

く

平へ
い

治じ

は
、
ぽ
つ
り
と
い
っ
た
。

　
こ
の
千せ

ん

四し

、
五ご

百ひ
ゃ
く

両り
ょ
うを
お
上か

み

に
貸か

し
て
、
相そ

う

場ば

の
利り

息そ
く

１

割わ
り

を
い
た
だ
く
。
こ
れ
を
宿

し
ゅ
く

場ば

の
伝て

ん

馬ま

役や
く

を
務つ

と

め
る
家い

え

ご
と

に
配は

い

分ぶ
ん

す
れ
ば
永え

い

久き
ゅ
うに
宿

し
ゅ
く

場ば

の
御ご

用よ
う

も
つ
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
思お

も

い
き
っ
て
、
い
ま
こ
れ
を
や
っ
て
お
か
ね
ば
、
こ
の
末す

え

、

ど
う
に
も
お
上か

み

の
役や

く

に
耐た

え
ら
れ
な
い
も
の
が
で
て
、
家か

業ぎ
ょ
うが

つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
以い

上じ
ょ
う

宿し
ゅ
く

場ば

の
戸こ

数す
う

が
減へ

っ
て
し
ま

え
ば
、
残の

こ
っ
た
も
の
は
課か

役え
き

の
地じ

獄ご
く

に
突つ

き
落お

と
さ
れ
る
の
は
、

目め

に
み
え
て
お
る
・
・
・

　
正

し
ょ
う

直じ
き

に
い
う
が
、
こ
の
心し

ん

願が
ん

は
、
一い

っ

朝ち
ょ
う

一い
っ

夕せ
き

の
こ
と
で
は
な

い
。
ず
っ
と
ま
え
か
ら
、
頭あ

た
まに
は
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
だ

い
そ
れ
た
こ
と
で
は
あ
り
、
い
ま
話は

な

し
た
と
お
り
、
な
に
ぶ
ん
、

金か
ね

の
先さ

き

立だ

つ
こ
と
ゆ
え
、
と
て
も
自じ

分ぶ
ん

の
力ち

か
らで
は
及お

よ

び
が
た
い
、

と
、
悔く

や

し
い
思お

も

い
を
し
な
が
ら
、
今こ

ん

日に
ち

ま
で
、
い
た
ず
ら
に
年ね

ん

３
．「
貴き

殿で
ん

に
た
ず
ね
ら
れ
て
、

       

わ
し
も
覚か

く

悟ご

を
き
め
た
」

月げ
つ

を
す
ご
し
て
き
た
と
い
う
て
よ
い
。

　
し
か
し
、・
・
・
貴き

殿で
ん

に
た
ず
ね
ら
れ
て
、
わ
し
も
覚か

く

悟ご

を

き
め
た
。
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

を
救す

く

う
と
い
う
こ
の
手て

立だ

て
、
一い

っ

生し
ょ
う

涯が
い

の

う
ち
に
成な

り
か
ね
れ
ば
、
生し

ょ
うを
変か

え
て
で
も
、
こ
の
心し

ん

願が
ん

を
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

さ
せ
た
い
と
思お

も

う
。

　

十
じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

は
普ふ

段だ
ん

穏お
だ

や
か
な
篤と

く

平へ
い

治じ

が
、
鬼き

気き

迫せ
ま

る
形

ぎ
ょ
う

相そ
う

で

語か
た

る
の
を
見み

て
、
全ぜ

ん

身し
ん

が
総そ

う

毛け

だ
っ
た
。

　「
ま
さ
に
、
そ
う
じ
ゃ
！
　
菅す

が

原わ
ら

屋や

さ
ん
。
あ
な
た
に
、
そ

れ
ほ
ど
の
心し

ん

願が
ん

が
あ
っ
た
と
は
驚お

ど
ろ
き
入い

り
ま
し
た
。・
・
・
し

か
ら
ば
、
あ
な
た
と
私わ

た
し。
二ふ

た

人り

の
願ね

が

い
が
一い

っ

致ち

し
て
い
る
う
え

は
、
た
が
い
に
心こ

こ
ろを
は
げ
ま
し
あ
い
ま
せ
ぬ
か
。

　
こ
う
し
て
二ふ

た

人り

は
力ち

か
らを
合あ

わ
せ
て
、
こ
の
策さ

く

で
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

を
救す

く

お
う
と
決け

っ

心し
ん

し
た
。

　

二ふ
た

人り

が
楽た

の

し
み
し
て
い
た
銭せ

ん

湯と
う

に
行い

く
の
も
や
め
て
朝あ

さ

晩ば
ん

、

水み
ず

垢ご

離り

を
と
り
、
そ
の
間か

ん

に
は
飲い

ん

食し
ょ
くも
断た

っ
て
何な

に

事ご
と

か
を
祈き

願が
ん

し
て
い
る
と
、「
何な

に

を
願ね

が
っ
て
い
る
の
か
」
と
宿

し
ゅ
く

場ば

中じ
ゅ
うの
人に

ん

間げ
ん

が

不ふ

審し
ん

に
思お

も

い
始は

じ

め
た
。

　
「
企く

わ
だて
が
脇わ

き

か
ら
漏も

れ
て
は
ま
ず
い
。
い
っ
そ
の
こ
と
千ち

坂さ
か

さ

ま
に
相そ

う

談だ
ん

し
た
方ほ

う

が
よ
か
ろ
う
」
と
篤と

く

平へ
い

治じ

が
言い

い
出だ

し
た
。

千ち

坂さ
か

様さ
ま

と
は
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

の
あ
る
黒く

ろ

川か
わ

郡ぐ
ん

の
大お

お

肝き
も

煎い
り

、
他た

藩は
ん

で
い

う
と
こ
ろ
の
大だ

い

庄し
ょ
う

屋や

で
、
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うの
中な

か

か
ら
選え

ら

ば
れ
る
村む

ら

役や
く

人に
ん

と
し
て
は
最さ

い

高こ
う

の
役や

く

職し
ょ
くで
あ
っ
た
。
千ち

坂さ
か

家け

は
代だ

い

々だ
い

、
大お

お

肝き
も

煎い
り

を
世せ

襲し
ゅ
うし
、
現げ

ん

在ざ
い

は
千ち

坂さ
か

仲ち
ゅ
う

内な
い

と
い
う
３
０
歳さ

い

ほ
ど
の
青せ

い

年ね
ん

が
当と

う

主し
ゅ

だ
っ
た
。

　

当と
う

地ち

で
は
「
千ち

坂さ
か

家け

の
薬

く
す
り

買が

い
」
と
い
う
言い

い
伝つ

た

え
が
残の

こ
っ

て
い
た
。
千ち

坂さ
か

の
父ち

ち

は
若わ

か

い
こ
ろ
、
酒さ

け

を
浴あ

び
る
よ
う
に
呑の

ん

で
い
た
が
、
母は

は

親お
や

か
ら
「
貧び

ん

乏ぼ
う

人に
ん

に
は
酒さ

け

も
買か

え
な
い
も
の
が

い
る
。
お
前ま

え

は
酒さ

け

ば
か
り
呑の

ん
で
」
と
叱し

か

ら
れ
る
と
、
ぱ
っ
た

り
と
酒さ

け

を
や
め
て
、
貧び

ん

乏ぼ
う

人に
ん

に
薬く

す
り
を
配く

ば

り
始は

じ

め
た
。
葬そ

う

式し
き

代だ
い

が
出だ

せ
な
い
者も

の

に
は
葬そ

う

式し
き

を
出だ

し
、
金か

ね

が
な
く
て
結け

っ

婚こ
ん

で
き
な

い
も
の
に
も
、
金か

ね

を
だ
し
た
。

　
つ
い
に
は
日ひ

照で

り
に
苦く

る

し
む
村む

ら

の
た
め
に
、
私し

財ざ
い

を
は
た
い

て
用よ

う

水す
い

を
掘ほ

り
、
そ
れ
が
も
と
で
千ち

坂さ
か

家け

が
貧び

ん

乏ぼ
う

に
な
っ
て
、

大お
お

肝き
も

煎い
り

の
役や

く

を
解と

か
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今こ

ん

度ど

は

１
．
心こ

こ
ろ

洗あ
ら

わ
れ
る

        

登と
う

場じ
ょ
う

人じ
ん

物ぶ
つ

た
ち
の
無む

私し

の
志

こ
こ
ろ
ざ
し

村む
ら

人び
と

た
ち
が
「
千ち

坂さ
か

さ
ま
が
大お

お

肝き
も

煎い
り

で
な
く
な
っ
て
は
困こ

ま

る
」

と
金か

ね

を
出だ

し
合あ

い
、
千ち

坂さ
か

家け

の
借

し
ゃ
く

財ざ
い

を
整せ

い

理り

し
た
。
い
ま
は
、

そ
の
子こ

の
時じ

代だ
い

に
な
っ
て
い
る
が
、
地じ

元も
と

で
は
篤あ

つ

い
尊そ

ん

敬け
い

を
受う

け
て
い
る
。

　

そ
ん
な
千ち

坂さ
か

家け

だ
か
ら
こ
そ
、二ふ

た

人り

は
「
話は

な

し
て
み
よ
う
か
」

と
い
う
気き

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
二ふ

た

人り

は
人ひ

と

目め

を
避さ

け
て
、
あ

る
夜よ

る

、
千ち

坂さ
か

家け

を
訪お

と
ず
れ
、
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

救き
ゅ
う

済さ
い

の
企く

わ
だて
を
打う

ち
明あ

け

た
。

　

し
か
し
、
大だ

い

事じ

を
打う

ち
明あ

け
ら
れ
た
千ち

坂さ
か

仲ち
ゅ
う

内な
い

は
一ひ

と

言こ
と

も

発は
っ

し
な
い
。「
し
ま
っ
た
」
と
二ふ

た

人り

が
一い

っ

瞬し
ゅ
ん

思お
も

っ
た
と
き
、
見み

れ
ば
仲

ち
ゅ
う

内な
い

の
両

り
ょ
う

眼が
ん

か
ら
涙な

み
だが
こ
ぼ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
時じ

節せ
つ

、
わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
、
こ
っ
そ
り
と
頼た

の

み
ご
と

に
く
る
人ひ

と

は
多お

お

い
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
み
ん
な
、
自じ

分ぶ
ん

の
利り

益え
き

の
た
め
に
や
っ
て
く
る
人ひ

と

た
ち
ば
か
り
で
し
た
。
大た

い

金き
ん

を
お
上か

み

に
差さ

し
上あ

げ
た
い
、
と
い
う
人ひ

と

は
、
た
い
て
い
、
そ

の
か
わ
り
武ぶ

士し

に
取と

り
立た

て
て
も
ら
い
た
い
。
知ち

行ぎ
ょ
うや
扶ふ

持ち

方か
た

を
も
ら
っ
て
、
身み

分ぶ
ん

を
取と

り
立た

て
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
の

で
す
。

　
あ
な
た
が
た
も
、
お
上か

み

に
大た

い

金き
ん

を
上

じ
ょ
う

納の
う

す
る
と
い
う
か
ら
、

わ
た
し
は
、
て
っ
き
り
そ
ん
な
話は

な
し
か
と
思お

も
っ
た
の
で
す
が
、
き

い
て
み
れ
ば
、
そ
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しは
雲う

ん

泥で
い

万ば
ん

里り

の
違ち

が

い
だ
。
吉よ

し

岡お
か

町ち
ょ
う

内な
い

で
暮く

ら
し
が
た
ち
ゆ
か
ぬ
者も

の

た
ち
を
、ど
う
に
か
し
た
い
。
ず
っ

と
、
そ
の
お
気き

持も

ち
を
あ
た
た
め
て
お
ら
れ
、
思お

も

い
あ
ま
っ
て
、

今き
ょ

日う

、
こ
こ
に
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
す
な
。
お
二ふ

た

人り

の
お
こ

こ
ろ
ざ
し
、
こ
の
千ち

坂さ
か

仲ち
ゅ
う

内な
い

、
よ
く
わ
か
り
わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
善ぜ

ん

事じ

が
ほ
か
に
あ
り
ま
し
ょ
う
や
。
そ
こ
で
、
お
願ね

が

い
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今こ

ん

夜や

か
ら
、
わ
た
し
も
こ
の
企く

わ
だて
の

同ど
う

志し

の
人に

ん

数ず
う

に
加く

わ

え
て
い
た
だ
け
ま
す
ま
い
か
。

　
こ
う
し
て
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

を
救す

く

う
企く

わ
だて
の
同ど

う

志し

は
三さ

ん

人に
ん

に
な
っ
た
。

　

十
じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

は
養よ

う

子し

で
、
実じ

っ

家か

は
浅あ

さ

野の

屋や

と
い
う
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

で
も

一い
ち

番ば
ん

の
商

し
ょ
う

家か

で
あ
っ
た
。
こ
の
実じ

っ

家か

が
企く

わ
だて
に
加く

わ

わ
っ
て
く
れ

る
と
、
金き

ん

策さ
く

も
一い

っ

気き

に
進す

す

む
。
し
か
し
、
今い

ま

ま
で
浅あ

さ

野の

屋や

に
話は

な

さ
な
か
っ
た
の
は
、
事じ

情じ
ょ
うが
あ
っ
た
。
ま
ず
現げ

ん

在ざ
い

の
浅あ

さ

野の

屋や

を

継つ

い
で
い
る
の
は
弟

お
と
う
との
甚じ

ん

内な
い

で
、
幼お

さ
ない
頃こ

ろ

に
長

ち
ょ
う

男な
ん

で
あ
る
に
も

関か
か

わ
ら
ず
、
養よ

う

子し

に
出だ

さ
れ
た
身み

と
し
て
は
頼た

の

み
に
く
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
実じ

っ

父ぷ

の
命め

い

日に
ち

に
菅す

が

原わ
ら

屋や

篤と
く

平へ
い

治じ

と
と
も
に
、
実じ

っ

家か

に
乗の

り
込こ

ん
で
、
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

を
救す

く

う
た
め
の
企く

わ
だて
を
打う

ち
明あ

け
、
助じ

ょ

力り
ょ
くを
頼た

の

む
こ
と
に
し
た
。「
こ
の
た
び
、
拙せ

っ

者し
ゃ

は
…
」

と
懸け

ん

命め
い

に
語か

た

り
始は

じ

め
た
が
、
話は

な

せ
ば
話は

な

す
ほ
ど
、
実じ

っ

家か

の
家か

族ぞ
く

は
、
黙だ

ま

り
込こ

ん
で
い
く
。
最さ

い

後ご

に
「
浅あ

さ

野の

屋や

様さ
ま

か
ら
も
、

相そ
う

応お
う

の
お
金か

ね

を
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
…
」
と
言い

う
と
、
沈ち

ん

黙も
く

が
続つ

づ

い
た
。

　

沈ち
ん

黙も
く

を
破や

ぶ
っ
て
声こ

え

が
聞き

こ
え
た
。「
ほ
ん
に
、
こ
ん
な
こ
と
に

な
る
と
は
。
十

じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

兄に
い

さ
ま
は
、父ち

ち

親お
や

に
、そ
っ
く
り
じ
ゃ
の
う
」　

弟お
と
う
との
甚じ

ん

内な
い

だ
っ
た
。

　
十

じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

殿ど
の

。
実じ

つ

は
、
お
ま
え
さ
ま
に
、
ず
っ
と
黙だ

ま
っ
て
お
っ

た
こ
と
が
ご
ざ
る
。
兄あ

に

上う
え

は
、
穀こ

く

田だ

屋や

の
高た

か

平ひ
ら
へ
養よ

う

子し

に
や
ら

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも
日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に
張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない
兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してくだ
さい。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
こ
の
ま
ま
で
は
吉よ

し

岡お
か

は
滅ほ

ろ

ぶ
。

        

な
ん
と
か
で
き
ぬ
か
」

れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
浅あ

さ

野の

屋や

の
大だ

い

事じ

と
し
て
洩も

ら
さ

な
か
っ
た
こ
と
じ
ゃ
。
も
う
、
秘ひ

し
て
お
く
必ひ

つ

要よ
う

も
な
く
な
っ

た
か
ら
話は

な

す
。

　
実じ

つ

は
、
先せ

ん

代だ
い

の
甚じ

ん

内な
い

が
、
臨り

ん

終じ
ゅ
うの
床と

こ

で
、
言い

い
遺の

こ

し
た
こ

と
が
あ
る
。
お
ま
え
さ
ま
の
父ち

ち

は
、
い
ま
わ
の
き
わ
に
、
枕

ま
く
ら

元も
と

に
、
み
な
を
呼よ

び
集あ

つ

め
、
こ
う
い
う
た
の
じ
ゃ
。

　『
わ
し
に
は
中

ち
ゅ
う

年ね
ん

の
こ
ろ
よ
り
、
一ひ

と
つ
だ
け
大た

い

願が
ん

が
あ
っ
た
。

な
ん
と
か
し
て
、
お
上か

み

か
ら
こ
の
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

に
御お

救す
く

い
を
も
ら
い

た
か
っ
た
が
、
お
迎む

か

え
の
時じ

機き

が
く
る
の
と
、
寿じ

ゅ

命み
ょ
うに
は
限か

ぎ

り

が
あ
る
の
は
、
ど
う
に
も
で
き
な
い
。
残ざ

ん

念ね
ん

で
あ
っ
た
。
ど
う

か
た
の
む
。

　
こ
こ
に
年ね

ん

来ら
い

、
た
め
て
き
た
浅あ

さ

野の

屋や

の
銭ぜ

に

は
、
ほ
か
の
こ
と

に
は
使つ

か

わ
な
い
で
ほ
し
い
。
お
れ
が
だ
め
な
ら
、
息む

す

子こ

の
お
ま

え
、
お
ま
え
が
だ
め
な
ら
、
孫ま

ご

の
周し

ゅ

右う

衛え

門も
ん

と
、
何な

ん

代だ
い

か
か
っ

て
も
よ
い
か
ら
、
こ
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
す
て
ぬ
よ
う
。
ど
う
か
、
吉よ

し

岡お
か

の
宿や

ど

が
た
ち
ゆ
く
よ
う
、こ
の
金か

ね

を
つ
か
っ
て
動う

ご

い
て
ほ
し
い
』。

　
そ
の
と
き
、
わ
し
は
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

に
い
う
た
。『
末ま

っ

期ご

の
遺ゆ

い

言ご
ん

た
し
か
に
承

う
け
た
ま
わり
ま
し
た
。
わ
た
く
し
も
年ね

ん

々ね
ん

銭ぜ
に

を
た
く
わ
え
、

時じ

機き

を
待ま

ち
ま
す
。
そ
れ
で
も
無む

理り

な
ら
ば
、
息む

す

子こ

の
周し

ゅ

右う

衛え

門も
ん

に
い
い
き
か
せ
て
、
か
な
ら
ず
や
、
御お

志
こ
こ
ろ
ざ
しを
と
げ
さ
せ

ま
す
』。
そ
う
い
う
と
、
父ち

ち

上う
え

は
、
た
だ
、
だ
ま
っ
て
、
う
な

ず
か
れ
る
だ
け
。
す
こ
し
、
微ほ

ほ

笑え

ま
れ
て
逝ゆ

か
れ
た
の
じ
ゃ
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
は
、
ひ
と
こ
と
も
、
き
い
て
お
ら
な
ん
だ
！
」　

十じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

は
泣な

き
な
が
ら
叫さ

け

ん
だ
。

　

実じ
っ

父ぷ

が
自じ

分ぶ
ん

と
同お

な

じ
よ
う
に
、
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

を
救す

く

う
こ
と
を
考

か
ん
が

え
て
い
た
と
は
、
思お

も

い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
あ
と
に
、
続つ

づ

け
た
弟

お
と
う
との
言こ

と

葉ば

は
、
さ
ら
に
十

じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

を
驚お

ど
ろか
せ
た
。

　
こ
の
話は

な
し
を
聞き

い
た
あ
と
、
わ
し
は
母は

は

と
相そ

う

談だ
ん

し
て
、
お
前ま

え

さ
ん
に
は
、
だ
ま
っ
て
お
く
こ
と
に
し
た
の
じ
ゃ
。
そ
の
ほ
う

が
、
い
い
と
思お

も
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ど
の
み
ち
、
こ
の
浅あ

さ

野の

屋や

の
身み

の

代し
ろ

は
あ
や
う
く
な
る
。
お
前ま

え

さ
ん
ま
で
、
巻ま

き
添ぞ

え
に
は

し
た
く
な
か
っ
た
の
だ
。
わ
し
も
、
母は

は

も
、
お
や
じ
と
同お

な

じ
気き

持も

ち
で
あ
っ
た
。
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

の
た
め
に
家か

財ざ
い

の
ほ
と
ん
ど
を
吐は

き

出だ

す
覚か

く

悟ご

を
決き

め
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
親お

や

子こ

と
い
う
の
は
、
似に

る
も
の
よ
の
う
。
何な

に

も

知し

ら
な
い
は
ず
の
、
お
前ま

え

さ
ん
の
ほ
う
が
、
か
え
っ
て
、
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

救き
ゅ
う

済さ
い

に
奔ほ

ん

走そ
う

し
て
、
穀こ

く

田だ

屋や

を
潰つ

ぶ

す
い
き
お
い
じ
ゃ
。
も

う
こ
う
な
っ
て
は
、
い
た
し
方か

た

な
い
。
考か

ん
がえ
て
み
れ
ば
、
こ
ん

な
嬉う

れ

し
い
話は

な
しが
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
場ば

に
い
た
誰だ

れ

も
が
、
泣な

い
て
い
た
。
甚じ

ん

内な
い

が
「
い
く
ら
、

ご
助じ

ょ

力り
ょ
くす
れ
ば
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
聞き

く
と
、
十

じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

は
「
と
り
あ
え
ず
、
五ご

百ひ
ゃ
く

貫か
ん

文も
ん

の
加か

代だ
い

証し
ょ
う

文も
ん

を
お
願ね

が

い
い
た

し
ま
す
」

　

甚じ
ん

内な
い

が
母は

は

に
相そ

う

談だ
ん

し
よ
う
と
す
る
と
、
老ろ

う

母ぼ

は
す
ぐ
に
で

て
き
て
「
そ
ん
な
吟ぎ

ん

味み

な
ん
ぞ
、い
ら
ん
。
早は

や

く
、御ご

両り
ょ
う

人に
ん

に
、

そ
の
加か

代だ
い

証し
ょ
う

文も
ん

と
や
ら
を
書か

い
て
渡わ

た

し
な
さ
い
！
」

　
こ
う
し
て
、
十

じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

自じ

身し
ん

の
父ち

ち

親お
や

の
存ぞ

ん

念ね
ん

に
助た

す

け
ら
れ
て
、

５
．「
実じ

つ

は
、
お
ま
え
さ
ま
に
、

      

ず
っ
と
黙だ

ま
っ
て
お
っ
た
こ
と
が
ご
ざ
る
」

金き
ん

策さ
く

も
大お

お

き
く
進す

す

ん
だ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ド
ラ
マ
は
ま
だ
ま
だ
山や

ま

あ
り
谷た

に

あ
り
で
続つ

づ

い
て
い
く
。

続つ
づ

き
は
映え

い

画が

か
、
そ
の
原げ

ん

作さ
く

で
ぜ
ひ
味あ

じ

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
の
結け

つ

末ま
つ

は
ど
う
あ
れ
、
驚お

ど
ろ
く
べ
き
は
こ
れ
ら
無む

私し

の
人ひ

と

々び
と

に
よ
る
ド
ラ
マ
が
、
実じ

つ

話わ

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
ご
く
一い

ち

部ぶ

の
人ひ

と

々び
と

を
除の

ぞ

い
て
、
登と

う

場じ
ょ
う

人じ
ん

物ぶ
つ

の
ほ
と
ん
ど
が
、

こ
の
よ
う
な
純

じ
ゅ
ん

粋す
い

な
無む

私し

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しで
吉よ

し

岡お
か

宿や
ど

を
救す

く

お
う
と
し

た
。

　

原げ
ん

作さ
く

の
藤ふ

じ

原わ
ら

正ま
さ

彦ひ
こ

氏し

に
よ
る
解か

い

説せ
つ

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
原げ

ん

作さ
く

者し
ゃ

・
磯い

そ

田だ

道み
ち

史ふ
み

氏し

の
言こ

と

葉ば

を
引い

ん

用よ
う

し
て
い
る
。

　
江え

戸ど

時じ

代だ
い

、
と
く
に
そ
の
後こ

う

期き

は
、
庶し

ょ

民み
ん

の
輝か

が
やい
た
時じ

代だ
い

で
あ
る
。
江え

戸ど

期き

の
庶し

ょ

民み
ん

は
、
親し

ん

切せ
つ

、
や
さ
し
さ
、
と
い
う

こ
と
で
は
、
こ
の
地ち

球き
ゅ
う

上じ
ょ
うの
あ
ら
ゆ
る
文ぶ

ん

明め
い

が
経け

い

験け
ん

し
た
こ

と
が
な
い
ほ
ど
の
美う

つ
く
し
さ
を
み
せ
た
。
倫り

ん

理り

道ど
う

徳と
く

に
お
い
て
、

一い
っ

般ぱ
ん

人じ
ん

が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
端た

ん

然ぜ
ん

と
し
て
い
た
時じ

代だ
い

も
珍

め
ず
ら

し
い
。

　

拙せ
っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

日に

本ほ
ん

の
経け

い

営え
い

』[

２]

で
は
、

明め
い

治じ

以い

降こ
う

の
日に

本ほ
ん

の
急

き
ゅ
う

速そ
く

な
近き

ん

代だ
い

化か

や
、
戦せ

ん

後ご

の
復ふ

っ

興こ
う

を
導

み
ち
び

（３） ２０１８年第４９１６号 	 １月	１３日	（土曜日）

い
た
経け

い

営え
い

者し
ゃ

た
ち
の
生い

き
様ざ

ま

を
描か

い
た
が
、
そ
れ
ら
の
人ひ

と

々び
と

を

動う
ご

か
し
た
の
は
、
こ
の
ド
ラ
マ
の
登と

う

場じ
ょ
う

人じ
ん

物ぶ
つ

た
ち
の
よ
う
に
、

祖そ

国こ
く

日に

本ほ
ん

と
同ど

う

胞ほ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
な
ん
と
か
救す

く

い
た
い
と
い
う
無む

私し

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しで
あ
っ
た
。

　
こ
の
磯い

そ

田だ

道み
ち

史ふ
み

氏し

の
『
無む

私し

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

』
は
、
そ
の
よ
う

な
無む

私し

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しが
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
、
し
か
も
庶し

ょ

民み
ん

の
間あ

い
だに
も
深ふ

か

く

根ね

付づ

い
て
い
た
こ
と
を
、
い
き
い
き
と
示し

め

し
て
い
る
。
そ
し
て
、

多お
お

く
の
庶し

ょ

民み
ん

の
間あ

い
だ
に
無む

私し

の
心こ

こ
ろ
を
植う

え
付つ

け
た
の
は
、
江え

戸ど

か
ら
明め

い

治じ

・
大た

い

正し
ょ
うに
い
た
る
『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

』[

３]

の
力ち

か
らで
あ
ろ
う
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

４
．
大お

お

肝き
も

煎い
り

の
涙な

み
だ

 

～
磯い

そ

田だ

道み
ち

史ふ
み

『
無む

私し

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

』
か
ら
～

７
．
日に

本ほ
ん

を
築き

ず

い
た
無む

私し

の
志

こ
こ
ろ
ざ
し

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
． 

磯い
そ

田だ

道み
ち

史ふ
み

『
無む

私し

の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

』、
文ぶ

ん

春し
ゅ
ん

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ

２
７

２
． 

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が

称し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

日に

本ほ
ん

の
経け

い

営え
い

』、

育い
く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
９

３
．
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
９

６
．「
親お

や

子こ

と
い
う
の
は
、

         

似に

る
も
の
よ
の
う
」
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Coreia do Sul muda postura 
quanto a acordo com Japão 
sobre “mulheres de conforto”

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Mulheres de conforto (09/01/2018)

A ministra das Relações 
Exteriores da Coreia do Sul 
disse que seu governo não 
vai renegociar o acordo fir-
mado em 2015 com o Japão 
sobre as mulheres conheci-
das como “mulheres de con-
forto”.
Uma força-tarefa do go-
verno sul-coreano encerrou 
em dezembro sua análise 
sobre o acordo, que visava 
solucionar final e irrever-
sivelmente a questão. Eles 
concluíram que o texto não 

havia levado suficiente-
mente em consideração as 
opiniões das sobreviventes. 
Por sua vez, o presidente da 
Coreia do Sul, Moon Jae-in, 
havia classificado o acordo 
como falho e incapaz de re-
solver a questão.
Na terça-feira, a chanceler 
sul-coreana, Kang Kyung
-wha, criticou o acordo por 
não refletir apropriadamen-
te as opiniões das mulheres.
Ainda assim, ela afirmou 
ser inegável que os dois go-

vernos haviam firmado um 
acordo e que o mesmo não 
seria renegociado.
A chanceler disse que vai pe-
dir ao Japão que mantenha o 
auxílio às vítimas para que 
elas recuperem sua honra e 
dignidade, e ajude a sanar 
suas cicatrizes. Ela disse 
também que o que as vítimas 
querem é um pedido volun-
tário e sincero de desculpas.
Mais tarde, o porta-voz da 
chancelaria sul-coreana, 
Noh Kyu-duk, foi sabatina-

O Japão acolheu de bom 
grado as conversações in-
tercoreanas que tiveram iní-
cio na terça-feira, mas pediu 
aumento da pressão inter-
nacional sobre a Coreia do 
Norte.
Na segunda-feira, o primei-
ro-ministro japonês, Shinzo 
Abe, recebeu de bom grado 
o compromisso renovado de 
Pyongyang, mas disse que 
as conversações por si só 
não têm sentido.
Abe afirmou que o diálogo 
somente será válido se os 

do pela imprensa a respeito 
das declarações da minis-
tra. Os repórteres queriam 
saber se o governo japonês 
concordaria em discutir a 
questão.
O porta-voz respondeu que 
a Coreia do Sul vai ouvir as 
mulheres, seus apoiadores e 
a opinião pública sul-core-
ana para elaborar medidas 
adicionais. Noh Kyu-duk 
disse esperar que as discus-
sões avancem com o Japão 
através de diversas formas 
de contato.

Coreia do Norte (09/01/2018)

Japão acolhe de bom grado conversações 
intercoreanas, mas quer mais pressão 
sobre Coreia do Norte

norte-coreanos se compro-
meteram a adotar medidas 
concretas visando o fim 
verificável e irreversível de 
seus programas nuclear e de 
mísseis.
Na segunda-feira, Kenji Ka-
nasugi, chefe do Departa-
mento de Assuntos da Ásia 
e Oceania da chancelaria 
japonesa, se reuniu em Seul 
com um alto funcionário do 
Ministério das Relações Ex-
teriores da Coreia do Sul.
O diplomata japonês suge-
riu ao funcionário da chan-

celaria sul-coreana que as 
conversações intercoreanas 
são um resultado do aumen-
to da pressão sobre a Coreia 
do Norte. Eles concordaram 
em continuar trabalhando 
sobre o assunto com os Es-
tados Unidos.
Existem preocupações den-
tro do governo japonês de 
que a tentativa de Pyon-
gyang de melhorar os la-
ços intercoreanos possa ter 
como objetivo criar uma 
cisão entre Tóquio, Washin-
gton e Seul.

O  principal porta-voz do 
governo do Japão expressou 
grande preocupação com as 
movimentações marítimas 
da China nas proximidades 
das Ilhas Senkaku, e prome-
teu responder de maneira 
calma mas firme.
Na quinta-feira, o secretário-
chefe de gabinete Yoshihide 
Suga declarou que iria se 
abster de comentar a respei-

to da nacionalidade e outros 
detalhes do submarino que 
emergiu, dada a natureza da 
questão.
Ele afirmou que embarca-
ções do governo chinês têm 
adentrado repetidamente 
em águas territoriais japo-
nesas, e que Pequim acaba 
de enviar um navio de guer-
ra à zona contígua próxima 
às ilhas japonesas.

Suga disse estar muito pre-
ocupado que o mais recen-
te incidente, que se segue a 
um caso semelhante ocorri-
do em junho de 2016, possa 
elevar unilateralmente as 
tensões.
Por sua vez, a China ressal-
tou que está disposta a man-
ter a soberania sobre seu 
território.
Também na quinta-feira, o 

Japão e China tecem comentários 
sobre movimentações marítimas nas 
proximidades das Ilhas Senkaku

Disputa territorial (11/01/2018)

porta-voz do Ministério das 
Relações Exteriores da Chi-
na, Lu Kang, declarou em 
coletiva de imprensa que a 
Marinha de seu país reali-
zava monitoramento de em-
barcações da Força Maríti-
ma de Autodefesa do Japão.
Lu disse que as ilhas são 
parte inerente do território 
chinês.

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, mani-
festou desejo de visitar a 
Rússia neste ano, de forma 
a avançar as negociações do 
tratado de paz entre os dois 
países.
Abe prestou esta declaração 
a seus simpatizantes na se-
gunda-feira, na cidade de 
sua base eleitoral, na Pro-
víncia de Yamaguchi, re-
gião oeste do Japão.
Ele disse que progresso foi 
realizado nas negociações 
entre o Japão e a Rússia, 
com base em um acordo 
conseguido quando Abe se 
encontrou com o presidente 
russo, Vladimir Putin, em 
2016. A cúpula foi realizada 
também nesta província.
Abe manifestou esperança 
de visitar a Rússia em maio, 
para fazer avançar as ne-
gociações de assinatura de 
um tratado de paz, incluin-
do uma solução da disputa 
territorial envolvendo ilhas 
controladas pela Rússia. O 
Japão reivindica as quatro 
ilhas em questão como seus 
Territórios do Norte.

Rússia (08/01/2018)

Premiê japonês espera 
visitar a Rússia para 
avanço de negociações

O premiê japonês tam-
bém mencionou a ques-
tão das negociações in-
tercoreanas programadas 
para terça-feira. Ele disse 
que acolhe com agrado 
a manifestação do líder 
norte-coreano, Kim Jong 
Un, de desejo de coope-
rar na realização dos Jo-
gos Olímpicos de Inver-
no de Pyeongchang.
Contudo, ressaltou ser 
importante que os países 
em todo o mundo, in-
cluindo China e Rússia, 
respeitem as resoluções 
do Conselho de Seguran-
ça da ONU e pressionem 
a Coreia do Norte a mu-
dar sua política.
Abe prometeu envidar 
o máximo de esforços 
para fazer com que a Co-
reia do Norte abandone 
seus programas de de-
senvolvimento nuclear 
e de mísseis e solucione 
a questão de cidadãos 
japoneses que foram 
sequestrados por Pyon-
gyang.

A  NHK apurou que uma 
em cada 8 pessoas que com-
pletam a maioridade neste 
ano fiscal nos 23 distritos de 
Tóquio, são estrangeiras.
Segunda-feira é o feriado 
japonês do Dia da Maiori-
dade, quando cerimônias 
são realizadas em todo o 
país homenageando aqueles 

Sociedade (08/01/2018)

Uma em cada 8 pessoas que atingem a maioria 
neste ano em Tóquio é estrangeira

que completam 20 anos de 
idade.
A NHK questionou todos 
os 23 distritos de Tóquio no 
final do ano passado a res-
peito das pessoas que atin-
giriam a maioridade neste 
ano.
Foi descoberto que dos cer-
ca de 83.400 novos adultos, 

O líderes de China e de 
nações do Sudeste Asiático 
banhadas pelo rio Mekong 
concordaram em realizar 
mais de 100 projetos que 
têm ajuda financeira de Pe-
quim.
Na quarta-feira, o premiê 
chinês, Li Keqiang, se en-
controu com líderes de 
Mianmar, Laos, Tailândia, 
Camboja e Vietnã na capital 
cambojana, Phnom Penh. 
Esta foi a segunda reunião 
do fórum de Cooperação 
Lankang Mekong. A pri-
meira ocorreu em 2016 e foi 
uma iniciativa de Pequim.
De acordo com o primeiro-
ministro do Camboja, Hun 

China (12/01/2018)

China e países do Sudeste Asiático 
aprovam mais de 100 projetos financiados 
por Pequim

Sen, o mecanismo irá ajudar 
a fortalecer a cooperação 
com a China e promover o 
desenvolvimento regional.
Os líderes aprovaram proje-
tos de melhora em infraes-
trutura na região.

Após o encontro, Li 
Keqiang declarou à im-
prensa que Pequim está 
pronta para fazer do rio 
Mekong um centro de 
amizade, cooperação e 
prosperidade.

10.800 são de nacionalida-
de estrangeira.
Especialistas atribuem o 
número ao rápido aumento 
de estudantes e estagiários 
estrangeiros no Japão nos 
últimos anos. Eles dizem 
que a presença de estran-
geiros está influenciando a 
sociedade japonesa.
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